情報モラル教育実践授業報告書

	対象学年
	小学校３年

	領　　域
	道徳

	指導項目
	１－（４）正直誠実・明朗


	情報モラル指導モデルカリキュラム

	指導分野
	情報社会の倫理

	コード
	ｂ２－１
	指導事項
	自分の情報や他人の情報を大切にする。


	授業前の児童生徒の状況
	　人の物は無断で借りたり盗ったりしてはいけないことは分かっているが，絵やデザインといった無形のものまで考えが及んでいない。

	期待される児童生徒の変容

（ねらい）
	　有形無形を問わず，人が考えたもの，苦労して作ったものは許諾を得てから利用するということを理解させる。

	児童生徒の変容を促すための授業の工夫（ポイント）
	・　クラスの実態に合わせ，指導例よりも発問の数を減らし，より多くの児童が発言できる時間を確保する。

・　児童たちにも起こりうる事例を取り上げることで，著作権の問題をより身近に感じられるようにする。

・　事例をより理解しやすくするために，文字資料を個々に配布する。

・　小学校３年生ということで，保護者の協力を得るため，学級通信で授業の内容を伝え，参観日に授業を行った。

	利用するコンテンツ等

（サイトのアドレス）

または資料等
	○事例で学ぶNetモラル

　（http://www.hirokyou.co.jp/netmoral/）

　クラスのマーク

　＊フラッシュと文字資料の両方がある。


授業後の児童の感想（36人）

　○道徳の項目に迫る感想（25/36）

　　・　うそをつくのがどれだけいけないのかわかりました。

　　・　うそをついたらどれだけ嫌なことがあるかわかりました。

　　・　正直に謝るというのは大変だなと思った。

　　・　うそはちゃんと謝らないといけない。

　　・　さやかが正直に言えたので嬉しかった。

　○情報モラル（著作権）に迫る感想（5/36）

　　・　許可をとっていない丸コピーはいけないということがわかりました。

　　・　著作権という言葉を初めて知りました。

　　・　みかのマークを言わずに使ってしまって，嫌な気持ちになったから，そういうかってなことはだめだと思った。

　　・　人の物をとってしまうのはいけないと思った。それがマークでもだめだと初めて分かりました。

　　・　みかの絵のまねをしてしまったことは悪いけど，正直に告白できたことはよかった。しかし，次からはそんなことはしないようにしてほしい。

　○その他（6/36）

　　・　授業がしっかりできた。　

　　・　楽しかった。　

　　・　たくさん発言ができて嬉しかった。

評価
	児童生徒について
	児童生徒の
興味関心の度合い
	１．低　　　　２　　　　　　３　　　　　　４．高
　　┠──────╂──────╂──────┨
理由・感想等
・　著作権自体への興味は薄いが，児童の事例への反応はよく，共感できる内容だったと感じた。

	
	児童生徒の理解度
	１．低　　　　２　　　　　　３　　　　　　４．高
　　┠──────╂──────╂──────┨
理由・感想等
・　授業直後の感想を見ると情報モラルの内容を書いた児童が少なかったため，感想を書かせる際の手だてを講じる必要性を感じた。しかし，その後の授業のとき，著作権という言葉とその概要を多くの子どもが覚えていた。

	
	児童生徒の
変容の度合い
	１．低　　　　２　　　　　　３　　　　　　４．高
　　┠──────╂──────╂──────┨
理由・感想等
・　今後多くの調べ学習をしていくので，資料の引用など，活動内容と照らし合わせながら振り返りをさせ，変容をねらっていきたい。

	授業について
	事前準備の難易度
	１．難　　　　２　　　　　　３　　　　　　４．易
　　┠──────╂──────╂──────┨
理由・感想等
・　資料分析に時間がかかった。板書用の掲示データはコンテンツからとることができるため容易であった。

	
	指導者にとっての

授業展開の難易度
	１．難　　　　２　　　　　　３　　　　　　４．易
　　┠──────╂──────╂──────┨
理由・感想等

・　発問に対して児童の反応がよく，テンポよく授業が展開していった。児童にとって，考えやすい資料ではある。

	
	授業の「ねらい」の達成度
	１．低　　　　２　　　　　　３　　　　　　４．高
　　┠──────╂──────╂──────┨
理由・感想等
・　今回の資料で道徳の「正直・明朗」という価値と，情報モラルの「人の物を勝手に使わない（著作権）」というねらいを両方押さえることが難しかった。

	
	指導方法の

効果の度合い
	１．低　　　　２　　　　　　３　　　　　　４．高
　　┠──────╂──────╂──────┨

理由・感想等
・　事例から著作権の概念を知り，考えることができた。今後も継続指導していくことで効果は高まると考える。

	＜実践の感想及び反省点等＞

・　児童の感想を見ると，道徳の項目に迫る感想が圧倒的に多く，情報モラルに関する感想がとても少なかったことから，両方の目的を達成するための工夫が必要だった。特にワークシートに，情報モラルに関する感想を書く欄を別に設けるなどの工夫をすれば，児童の意識や理解もより向上したと考える。

・　今回，初めて3年生で情報モラルの授業を行ったが，学級の児童は，まだ携帯電話やインターネットへの興味・関心が薄いため，情報機器にまつわる具体的な事例を自分のこととして捉えることは難しいと感じた。しかし，今回の資料のような内容ならば，中学年の児童も登場人物の気持ちに迫ることができ，さらに著作権の概念を知ることもできると感じた。特に，文字資料ならば一人一人の手元に配布できるので，内容を振り返ることも容易である。

・　今回は保護者も30人近く参観した。児童の携帯電話普及率が高まる前に，保護者へ啓発していくと効果があると考えるので，今後も年に１回は授業参観で情報モラルに関する授業を計画していくとよいと思った。


実践例
	配当時間
	学習のすすめ方
	指導のポイント

	導　入
	５

分
	１　身の回りに写真やマークがたくさんあることを想起させる。
	・　校章や学校のマスコットキャラクターを用意する。

	展　開
	30

分
	２　事例で学ぶNetモラル「クラスのマーク」を読む。

３　資料の内容を確認する。

さやかはどうしてこわくなったのでしょう。
４　さやかの心の変化をワークシートに記入し，話し合う。

正直に言えたさやかの気持ちを考えよう。


	・　教師が範読する。

・　隣同士で話し合わせ，ポイントとなる部分に線を引かせる。

・　資料のポイントを確認し，板書する。

・　ワークシートを配布する。

	ま　と　め
	10

分
	５　さやかが正直に言えたことの大切さを確認し，さやかはどうすれば怖くならなかったのかを考える。

さやかがこわくなった原因は何かな

　・　正直に言えて心が軽くなった。

　・　黙って使うと考えたみかも嫌な気持ちに。

　　↓

　・　相手の許可をとることが大切。ちょ作けん　＊情報モラルの押さえ
６　ワークシートに感想を記入し，発表する。
	・　正直に言えたよさを押さえる。

・　事件の発端である，「黙ってみかが作ったマークを使った」ことを押さえ，著作権という言葉とその大切さを説明する。


実践で使用したワークシート（自作）と授業の板書
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